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各組織等各組織等総会報告総会報告
　
１
月
31
日
、第
23
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、代
議
員
12
名（
内
委
任
状
３
名
）が
出
席
し
ま
し

た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事

業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号

『
令
和
６
年
度
組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、議

案
第
４
号『
そ
の
他
』が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、原
案
通
り
承
認

さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合
定
期
総
会

　
２
月
28
日
、第
35
回
清
里
町
そ
ば
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
、組
合
員
８
名（
内
委
任
状
３
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並

び
に
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事

業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
そ

の
他
』に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
野
崎
　
武
志 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
大
岸
　
直
裕 

氏

そ
ば
生
産
組
合
定
期
総
会

　
１
月
31
日
、第
52
回
清
里
町
馬
鈴
し
ょ
採
種
組
合
連
合
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

組
合
員
18
名（
委
任
状
７
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予

算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』が
提
案
さ
れ
、議

案
第
４
号『
そ
の
他
』に
つ
い
て
は
防
疫
検
査
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、原
案

通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
石
井
　
卓
也 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
新
輪
　
勝
信 

氏

馬
鈴
し
ょ
採
種
組
合
連
合
会
総
会

　
２
月
29
日
、第
37
期
清
里
町
長
い
も
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
、組
合
員
13
名（
内
委
任
状
４
名
）が
出
席
し
、ま
た
来
賓
に
㈱
大

果
大
阪
青
果
　
南
原
係
長
、ホ
ク
レ
ン
大
阪
支
店
　
白
瀬
職
員
の
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算

案（
案
）に
つ
い
て
』が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、議
案
第
３
号『
そ
の
他
』

に
つ
い
て
は
新
規
作
付
検
討
者
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
市
橋
　
淳
史 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
志
賀
　
盛
太
郎 

氏

長
い
も
生
産
組
合
定
期
総
会

　
２
月
13
日
、第
40
回
清
里
町
玉
ね
ぎ
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、組
合
員
17
名（
内
委
任
状
１
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）』を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、議
案
第

３
号『
そ
の
他
』に
つ
い
て
は
、生
産
組
合
40
周
年
記
念
式
典
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
金
森
　
裕
輔 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
大
町
　
敏
隆 

氏

玉
ね
ぎ
生
産
組
合
総
会

　
２
月
６
日
、第
14
回
清
里
町
種
子
麦
生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ

れ
、組
合
員
18
名（
内
委
任
状
２
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』、議

案
第
４
号『
そ
の
他
に
つ
い
て
』を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、原
案
通

り
承
認
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
佐
藤
　
　
学 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
佐
久
間
　
伸
幸 

氏

種
子
麦
生
産
組
合
総
会

〜
部
員
の
親
睦
と
組
織
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

〜
部
員
の
親
睦
と
組
織
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会

　
12
月
12
日
、
第
36
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
研
修
会
が
清
里
町
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
部
員
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は
女
性
部
員
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
「
で
ん
粉
に
つ
い
て
の
講
演
」
と

し
、
講
師
に
東
海
澱
粉
㈱
　
山
田
様
、
Ｊ
Ａ
全
農
　
神
崎
様
、
ホ
ク
レ
ン
　
荒
木
様
、
ホ
ク
レ
ン

北
見
支
所
　
菅
野
様
を
お
招
き
し
、
で
ん
粉
情
勢
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
に
際
し
、
女
性
部
員
よ
り
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
質
問
事
項
に
も
丁
寧
に
お

答
え
い
た
だ
き
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
会
後
に
は
第
38
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部

研
修
大
会
・
家
の
光
大
会
で
行
わ
れ
る
手
作
り
作
品
展
に
出

展
す
る
作
品
が
各
集
団
よ
り
寄
せ
ら
れ
、
投
票
に
よ
り
１
集

団
の
『
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
―
』
と
５
集
団
の
『
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ア
ー
ト
』
が
選
ば
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
研
修
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
２
月
14
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
第
49
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
三
上
組
合
長
、
清
里
町
　
古
谷
町
長
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
清
里
支
所
　
髙
橋
支
所
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
　
岩
本
副
委
員
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、
女
性

部
員
79
名
（
内
委
任
状
14
名
）
が
出
席
の
も
と
綱
領
朗
唱
の
あ
と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
、
高
見
真
由
美
さ
ん
（
第
３
集
団
）
と
塚
田
麻
由
美
さ
ん
（
第
８
集
団
）
が
選
出

さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
（
女

性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ア
カ
シ
ヤ
部
会
）
』
に
つ
い
て
、
議
案
第
２
号
『
令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
（
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ア
カ
シ
ヤ
部
会
）
』
、

議
案
第
３
号
『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』
、
議
案
第
４
号
『
申
し
合
わ
せ
事
項
の
確
認
に
つ
い
て
』

が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、
議
案
第
５
号
『
そ
の
他
』
に
つ
い
て
は
女
性
部
規
約
（
内
規
）
に
つ

い
て
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
　
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
役
員

　
部
　
長
　
　
　
伊
藤
　
清
己
　
　
氏
（
第
２
集
団
）

　
副
部
長
　
　
　
中
平
　
か
お
り
　
氏
（
第
１
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
智
子
　
　
氏
（
第
５
集
団
）

　
書
　
記
　
　
　
佐
藤
　
美
紀
　
　
氏
（
第
２
集
団
）

　
会
　
計
　
　
　
垂
石
　
裕
子
　
　
氏
（
第
９
集
団
）

　
営
農
生
活
部
　
岩
本
　
美
香
　
　
氏
（
第
３
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
矢
口
　
麻
美
　
　
氏
（
第
６
集
団
）

　
文
化
体
育
部
　
辺
見
　
珠
美
　
　
氏
（
第
８
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
美
保
子
　
氏
（
第
10
集
団
）

　
監
　
事
　
　
　
吉
田
　
富
美
枝
　
氏
（
第
４
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
南
出
　
美
希
　
　
氏
（
第
７
集
団
）

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長

　
　
　
　
　
　
　
西
舘
　
歩
　
　
　
氏
（
第
10
集
団
）

　
ア
カ
シ
ヤ
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
泉
井
　
美
恵
子
　
氏

第
36
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
研
修
会
開
催

１集団『キャンドルホルダー』１集団『キャンドルホルダー』

５集団『ダイヤモンドアート』５集団『ダイヤモンドアート』
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各組織等各組織等総会報告総会報告
　
１
月
31
日
、第
23
回
清
里
町
シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、代
議
員
12
名（
内
委
任
状
３
名
）が
出
席
し
ま
し

た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事

業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号

『
令
和
６
年
度
組
合
年
会
費
及
び
賦
課
金
の
承
認
に
つ
い
て
』、議

案
第
４
号『
そ
の
他
』が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、原
案
通
り
承
認

さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

シ
カ
柵
維
持
管
理
組
合
定
期
総
会

　
２
月
28
日
、第
35
回
清
里
町
そ
ば
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
、組
合
員
８
名（
内
委
任
状
３
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
経
過
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並

び
に
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事

業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
そ

の
他
』に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
野
崎
　
武
志 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
大
岸
　
直
裕 

氏

そ
ば
生
産
組
合
定
期
総
会

　
１
月
31
日
、第
52
回
清
里
町
馬
鈴
し
ょ
採
種
組
合
連
合
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

組
合
員
18
名（
委
任
状
７
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

に
つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予

算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』が
提
案
さ
れ
、議

案
第
４
号『
そ
の
他
』に
つ
い
て
は
防
疫
検
査
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、原
案

通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
石
井
　
卓
也 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
新
輪
　
勝
信 

氏

馬
鈴
し
ょ
採
種
組
合
連
合
会
総
会

　
２
月
29
日
、第
37
期
清
里
町
長
い
も
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
、組
合
員
13
名（
内
委
任
状
４
名
）が
出
席
し
、ま
た
来
賓
に
㈱
大

果
大
阪
青
果
　
南
原
係
長
、ホ
ク
レ
ン
大
阪
支
店
　
白
瀬
職
員
の
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算

案（
案
）に
つ
い
て
』が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、議
案
第
３
号『
そ
の
他
』

に
つ
い
て
は
新
規
作
付
検
討
者
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
市
橋
　
淳
史 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
志
賀
　
盛
太
郎 

氏

長
い
も
生
産
組
合
定
期
総
会

　
２
月
13
日
、第
40
回
清
里
町
玉
ね
ぎ
生
産
組
合
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、組
合
員
17
名（
内
委
任
状
１
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）』を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、議
案
第

３
号『
そ
の
他
』に
つ
い
て
は
、生
産
組
合
40
周
年
記
念
式
典
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
金
森
　
裕
輔 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
大
町
　
敏
隆 

氏

玉
ね
ぎ
生
産
組
合
総
会

　
２
月
６
日
、第
14
回
清
里
町
種
子
麦
生
産
組
合
総
会
が
開
催
さ

れ
、組
合
員
18
名（
内
委
任
状
２
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て
』、議
案
第
２
号『
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支

予
算（
案
）に
つ
い
て
』、議
案
第
３
号『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』、議

案
第
４
号『
そ
の
他
に
つ
い
て
』を
執
行
部
よ
り
提
案
し
、原
案
通

り
承
認
さ
れ
、総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
役
員
　
・
組
合
長
　
　
佐
藤
　
　
学 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
副
組
合
長
　
　
佐
久
間
　
伸
幸 

氏

種
子
麦
生
産
組
合
総
会

〜
部
員
の
親
睦
と
組
織
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

〜
部
員
の
親
睦
と
組
織
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会

　
12
月
12
日
、
第
36
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
研
修
会
が
清
里
町
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
部
員
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は
女
性
部
員
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
「
で
ん
粉
に
つ
い
て
の
講
演
」
と

し
、
講
師
に
東
海
澱
粉
㈱
　
山
田
様
、
Ｊ
Ａ
全
農
　
神
崎
様
、
ホ
ク
レ
ン
　
荒
木
様
、
ホ
ク
レ
ン

北
見
支
所
　
菅
野
様
を
お
招
き
し
、
で
ん
粉
情
勢
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
に
際
し
、
女
性
部
員
よ
り
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
質
問
事
項
に
も
丁
寧
に
お

答
え
い
た
だ
き
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
会
後
に
は
第
38
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部

研
修
大
会
・
家
の
光
大
会
で
行
わ
れ
る
手
作
り
作
品
展
に
出

展
す
る
作
品
が
各
集
団
よ
り
寄
せ
ら
れ
、
投
票
に
よ
り
１
集

団
の
『
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
―
』
と
５
集
団
の
『
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ア
ー
ト
』
が
選
ば
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
研
修
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
２
月
14
日
、
清
里
町
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
第
49
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
三
上
組
合
長
、
清
里
町
　
古
谷
町
長
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
清
里
支
所
　
髙
橋
支
所
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
　
岩
本
副
委
員
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、
女
性

部
員
79
名
（
内
委
任
状
14
名
）
が
出
席
の
も
と
綱
領
朗
唱
の
あ
と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
、
高
見
真
由
美
さ
ん
（
第
３
集
団
）
と
塚
田
麻
由
美
さ
ん
（
第
８
集
団
）
が
選
出

さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
（
女

性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ア
カ
シ
ヤ
部
会
）
』
に
つ
い
て
、
議
案
第
２
号
『
令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
（
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ア
カ
シ
ヤ
部
会
）
』
、

議
案
第
３
号
『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』
、
議
案
第
４
号
『
申
し
合
わ
せ
事
項
の
確
認
に
つ
い
て
』

が
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
、
議
案
第
５
号
『
そ
の
他
』
に
つ
い
て
は
女
性
部
規
約
（
内
規
）
に
つ

い
て
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
　
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
役
員

　
部
　
長
　
　
　
伊
藤
　
清
己
　
　
氏
（
第
２
集
団
）

　
副
部
長
　
　
　
中
平
　
か
お
り
　
氏
（
第
１
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
智
子
　
　
氏
（
第
５
集
団
）

　
書
　
記
　
　
　
佐
藤
　
美
紀
　
　
氏
（
第
２
集
団
）

　
会
　
計
　
　
　
垂
石
　
裕
子
　
　
氏
（
第
９
集
団
）

　
営
農
生
活
部
　
岩
本
　
美
香
　
　
氏
（
第
３
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
矢
口
　
麻
美
　
　
氏
（
第
６
集
団
）

　
文
化
体
育
部
　
辺
見
　
珠
美
　
　
氏
（
第
８
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
美
保
子
　
氏
（
第
10
集
団
）

　
監
　
事
　
　
　
吉
田
　
富
美
枝
　
氏
（
第
４
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
南
出
　
美
希
　
　
氏
（
第
７
集
団
）

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長

　
　
　
　
　
　
　
西
舘
　
歩
　
　
　
氏
（
第
10
集
団
）

　
ア
カ
シ
ヤ
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
泉
井
　
美
恵
子
　
氏

第
36
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
研
修
会
開
催

１集団『キャンドルホルダー』１集団『キャンドルホルダー』

５集団『ダイヤモンドアート』５集団『ダイヤモンドアート』
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令
和
５
年
11
月
19
日
〜
26
日
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
海
外
視
察
研
修
に
清
里
町
よ
り
、
清
里
町
農
協
青
年
部
　
畠
山
部
長
と
当
Ｊ
Ａ
橋
本
農
畜
産
課
長
が

参
加
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
２
カ
国
の
視
察
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

清
里
町
農
協
青
年
部
定
期
総
会

清
里
町
農
協
青
年
部
定
期
総
会

第
55
回
清
里
町

農
協
青
年
部
大
会
開
催

第
55
回
清
里
町

農
協
青
年
部
大
会
開
催

　
２
月
27
日
、
第
62
回
清
里
町
農
協
青
年
部
の
定
期
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
青
年
部
員
40
名
（
内
委
任
状
18
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
三
上
組
合
長
、
清
里
町
　
古
谷
町
長
、
清
里
町
農
業
委
員
会
　
岡

本
会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
　
桑
島
副
委
員
長
、
ホ
ク
レ
ン
斜
里
原
料
所
　
東
松
所
長
、
網
走
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
　
髙
橋
支
所
長
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
『
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
』
、

議
案
第
２
号
『
役
員
改
選
に
つ
い
て
』
、
議
案
第
３
号
『
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
』
、
議
案
第
４
号
『
令
和
６
年
度
部
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
』
が

執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
に
は
、
異
業
種
交
流
会
の
内
容
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
全
て

の
議
題
に
お
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

★
令
和
６
年
度
清
里
町
農
協
青
年
部
役
員

　
部
　
長
　
　
　
　
　
塩
澤
　
有
希
也 

氏
（
第
１
集
団
）

　
副
部
長
（
農
政
兼
）
前
中
　
裕
登
　 

氏
（
第
８
集
団
）

　
副
部
長
（
農
畜
兼
）
塩
澤
　
芳
樹
　 

氏
（
第
１
集
団
）

　
書
　
記
　
　
　
　
　
工
藤
　
翔
大
　 

氏
（
第
10
集
団
）

　
会
　
計
　
　
　
　
　
岡
崎
　
智
仁
　 

氏
（
第
９
集
団
）

　
代
表
理
事
　
　
　
　
橋
立
　
真
輝
　 

氏
（
第
２
集
団
）

　
理
　
事
　
　
　
　
　
畠
山
　
幸
樹
　 

氏
（
第
２
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
稔
嗣
　 

氏
（
第
４
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
子
　
賢
人
　 

氏
（
第
７
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
大
和
　 

氏
（
第
９
集
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
雅
志
　 

氏
（
第
３
集
団
）

　
監
　
事
　
　
　
　
　
佐
藤
　
恭
祐
　 

氏
（
第
４
集
団
）

　
２
月
27
日
、
定
期
総
会
と
日
程
を
合
わ
せ

農
協
２
階
会
議
室
に
て
第
55
回
清
里
町
農
協

青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
青
年
部
大
会
で
は
、
講
師
に
ホ
ク

レ
ン
原
料
所
の
高
橋
所
長
代
理
と
青
木
職
員

を
お
招
き
し
、
て
ん
菜
直
播
栽
培
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
演
後
は
昨
年
度
に
青
年
部
ほ
場
で
行
っ

た
、
て
ん
菜
移
植
・
直
播
比
較
試
験
の
結
果

を
青
年
部
役
員
よ
り
報
告
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
ホ
ク
レ
ン
原
料
所
よ
り
見
解
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
ホ
ク
レ
ン

中
斜
里
糖
区
て
ん
菜
振
興
協
議
会
視
察
研
修

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
道
外
研
修
に
参

加
し
た
畠
山
部
長
よ
り
研
修
内
容
に
つ
い
て

の
報
告
と
青
年
部
の
国
内
研
修
に
参
加
し
た

部
員
か
ら
研
修
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
共

励
会
が
行
わ

れ
、
秋
小
麦
・

春
小
麦
・
澱
原

馬
鈴
し
ょ
・
て

ん
菜
・
乳
牛
の

各
作
物
で
優
秀

な
成
績
を
収
め

た
部
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

冬
季
懇
談
会

令
和
６
年
度 

冬
季
懇
談
会

　
２
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

令
和
６
年
度
冬
季
懇
願
会
を
開
催
し
、
組
合

員
153
戸
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
事
項
は
『
令
和
５
年
度
事
業
決
算
見

通
し
お
よ
び
余
剰
金
処
分
の
考
え
方
に
つ
い

て
』
、
『
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
』
、

『
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
』
、
『
そ
の
他
』
に
つ
い
て
提
案
し
、
活

発
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
理
事
会

で
集
約
し
、
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内

　
　て
ん
菜
振
興
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会 

海
外
視
察
研
修

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内

　
　て
ん
菜
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興
協
議
会 

海
外
視
察
研
修

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内

　
　て
ん
菜
振
興
協
議
会 

海
外
視
察
研
修

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内

　
　て
ん
菜
振
興
協
議
会 

海
外
視
察
研
修

イギリス・
ポーランドにて
先進技術を学ぶ

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
視
察
研
修
は
見
分
を
広
げ
る
大

変
良
い
機
会
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
研
修
の
場
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
当
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
、
さ
ら
に
は
今
回
研
修

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
現
地
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
海
外
視
察
研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
３
か
所
で
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
糖
業
は
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
シ
ュ
ガ
ー
の
１
社
の

み
で
あ
り
、
生
産
者
と
糖
業
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
に
〝
Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー
〞
と
い
う
組
織
が
国
の
認
可

を
受
け
て
活
動
し
て
お
り
、
契
約
交
渉
や
品
種
確
認
な
ど

生
産
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ら
れ
る
重
要
な
機
関
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
方
法
も
固
定
価
格
と
変
動

価
格
を
採
用
し
、
生
産
者
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
お
り
、

多
様
な
販
売
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
農
場
で
は
、
作
物
の
栽
培
か
ら
販
売
、
さ

ら
に
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
製
造
と
輸
出
ま
で
実
施
し
て

お
り
、
北
海
道
農
業
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
Ｋ
Ｗ
Ｃ

社
で
は
、
生
産
者
の
要
望
に
応
じ
た
品
種
の
改
良
を
進

め
、
病
害
・
害
虫
の
抵
抗
性
品
種
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

気
候
変
動
に
対
応
し
得
る
品
種
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
事
で
あ
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も
同
様
の
苦
労

が
多
く
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
早
く
普
及
す
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
２
か
所
で
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
の
訪
れ
た
製
糖
工
場
で
は
、
輸
送
を
24
時
間

体
制
で
の
受
入
で
実
施
す
る
な
ど
、
日
本
と
は
違
っ
た
部

分
も
多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、
副
産
物
を
利
用
し
て
発
電
を

行
う
な
ど
、
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
稼
働
体
制
に
も
驚
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
農
業
指
導
省
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
農
業
指
導
省
は
行
政
に
近
い
組
織
で
あ
り
、
60
％
は

国
か
ら
の
補
助
金
、
残
り
を
自
分
た
ち
で
経
済
活
動
を

行
っ
て
資
金
を
調
達
し
て
お
り
、
指
導
業
務
（
肥
料
・
農

薬
・
機
械
）
や
補
助
金
申
請
、
セ
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催
、
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究
、
生
産
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ー
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、
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収
入
指
導
（
観
光
な
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）
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
日
本
に
は
な
い
形
態
で

驚
愕
し
ま
し
た
。

イ
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リ
ス

イ
ギ
リ
ス
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ー
ラ
ン
ド

ポ
ー
ラ
ン
ド



5 4組合だより　2024.3

令
和
５
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月
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日
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日
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
ホ
ク
レ
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中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内
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菜
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興
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Ａ
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ド
の
２
カ
国
の
視
察
を
行
っ
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参
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
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里
町
農
協
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定
期
総
会
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農
協
青
年
部
定
期
総
会

第
55
回
清
里
町

農
協
青
年
部
大
会
開
催

第
55
回
清
里
町

農
協
青
年
部
大
会
開
催

　
２
月
27
日
、
第
62
回
清
里
町
農
協
青
年
部
の
定
期
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
青
年
部
員
40
名
（
内
委
任
状
18
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
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、
Ｊ
Ａ
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町
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里
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清
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町
農
業
委
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会
長
、
清
里
町
農
民
連
盟
　
桑
島
副
委
員
長
、
ホ
ク
レ
ン
斜
里
原
料
所
　
東
松
所
長
、
網
走
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
清
里
支
所
　
髙
橋
支
所
長
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。
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号
『
令
和
５
年
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事
業
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告
並
び
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収
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告
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監
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告
に
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い
て
』
、
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第
２
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役
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改
選
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い
て
』
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議
案
第
３
号
『
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
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予
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（
案
）
に
つ
い
て
』
、
議
案
第
４
号
『
令
和
６
年
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部
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
』
が

執
行
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よ
り
提
案
さ
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ま
し
た
。
質
疑
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、
異
業
種
交
流
会
の
内
容
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
全
て

の
議
題
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て
原
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通
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承
認
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れ
総
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た
。
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澤
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８
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に
も
驚
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
農
業
指
導
省
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
農
業
指
導
省
は
行
政
に
近
い
組
織
で
あ
り
、
60
％
は

国
か
ら
の
補
助
金
、
残
り
を
自
分
た
ち
で
経
済
活
動
を

行
っ
て
資
金
を
調
達
し
て
お
り
、
指
導
業
務
（
肥
料
・
農

薬
・
機
械
）
や
補
助
金
申
請
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
研

究
、
生
産
者
が
使
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、
農
業

以
外
の
収
入
指
導
（
観
光
な
ど
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
日
本
に
は
な
い
形
態
で

驚
愕
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス

ポ
ー
ラ
ン
ド

ポ
ー
ラ
ン
ド
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令
和
６
年
度

　 

営
農
技
術
懇
談
会
開
催

令
和
６
年
度

　 

営
農
技
術
懇
談
会
開
催

Ｊ
Ａ
青
年
組
織

Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
て

青
年
部
が
優
秀
賞
を
受
賞

Ｊ
Ａ
青
年
組
織

Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
て

青
年
部
が
優
秀
賞
を
受
賞

　
２
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
令
和
６

年
度
営
農
技
術
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
88
戸
が

出
席
し
、
各
関
係
機
関
よ
り
営
農
技
術
情
報
の
提
供
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
農
畜
産
課
か
ら
は
『
種
馬
鈴

し
ょ
の
管
理
作
業
に
つ
い
て
』
や
『
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
ラ
ン
ト
資
材
ス
キ
ー
ポ
ン
の
効
果
確
認
試
験
結
果
に

つ
い
て
』
、
『
適
正
施
肥
と
低
コ
ス
ト
肥
料
銘
柄
に
つ

い
て
』
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
小
麦
に
つ
い
て
は

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
『
令
和
５
年
産
の

振
り
返
り
』
や
『
令
和
６
年
産
越
冬
前
生
育
状
況
と
今

後
の
管
理
に
つ
い
て
』
、
『
縞
萎
縮
病
抵
抗
性
品
種
試

験
に
つ
い
て
』
が
、
て
ん
菜
の
関
係
に
お
い
て
は
ホ
ク

レ
ン
原
料
所
よ
り
『
生
産
実
績
』
や
『
褐
斑
病
と
根
腐

病
に
つ
い
て
』
、
『
肥
料
高
騰
対
策
の
取
組
み
』
、

『
令
和
５
年
度
産
て
ん
菜
収
入
に
つ
い
て
』
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
談
会
の
内
容
は
当
Ｊ
Ａ
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
に
て
限
定
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
ご
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
清
里
町

農
協
青
年

部
は
、
令

和
５
年
度

「
動
画
で

発
信
！
農

の
魅
力
」

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
、
ま
た
そ
の
後
に
開
催

さ
れ
た
第
72
回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
に

お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
は

令
和
５
年
度
東
北
・
北
海
道
地
区
Ｊ
Ａ
青

年
大
会
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
消
費
者
が
農

業
に
対
し
共
感
を
覚
え
、
親
し
み
を
持
て

る
よ
う
な
動
画
を
作
成
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
、
さ
ら
な
る
農
業
・
農
村
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
受
賞
し
た
動
画
は
当
Ｊ
Ａ
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
視
聴
で
き
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

               

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
開
催

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

               

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
開
催

　
２
月
２
日
、
清

里
町
の
う
き
ょ
う

年
金
友
の
会
（
居

城
勝
四
郎
会
長
）

は
緑
清
莊
に
て
冬

季
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

当
日
は
15
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
一
卓
３
人
制
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
会
話
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
大
会
後
に
は
懇
親
会
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

篤志による寄贈 ありがとうございました篤志による寄贈 ありがとうございました
　この度、後継者育成基金運用委員会へ篤志により寄贈がありました。

　○石井　　透　氏

　○三上　博由　氏

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
表
彰

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
表
彰

　
３
月
６
日
、

自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
北

見
方
面
事
務
所

よ
り
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ラ
リ
ー
北

海
道
２
０
２

３
」
に
お
い

て
、
事
業
所
と

し
て
適
切
な
安
全
運
転
管
理
に
努
め
る
な
ど
交

通
事
故
の
防
止
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

が
無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
参
加
型
交
通
安

全
運
動
と
し
て
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
４
か
月
間
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
職
員
一
同
、
安
全
運
転
を
心
が
け
、

無
事
故
・
無
違
反
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
12
月
15
日
、
１
年
間
食
農
教
育
活
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
清
小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
農
園
」
の
集
大
成
と
な
る
給
食
会
が
清
里
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
、
長
い

も
や
ご
ぼ
う
、
清
里
産
小
麦
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
清
里
産
食
材
を
使
用
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
で
の
学
校
給
食
を
清
里
小
学
校
３
年
生
と
共
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
清
里
小
学
校
　
水
野
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
・
製
作

し
て
い
た
だ
い
た
梶
原
栄
養
教
諭
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
工
藤
専
務
、
清
里
町
農
協
青
年
部
　

畠
山
部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
と
梶
原
栄
養
教
諭
か
ら
食
材

や
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
子
ど
も
た
ち
は
食
事
前
か
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
食
材
紹
介
の
際
に
は
、
自
分
た
ち
の
町
で
色
々
な
農
作
物
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。
食
事
中
も
「
す
ご
く
お
い
し
い
！
」
、
「
お

か
わ
り
し
た
い
！
」
な
ど
嬉
し
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
内
容
の
濃
い
給
食
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
食
農
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が

り
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
15
日
、
１
年
間
食
農
教
育
活
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
清
小
楽
し
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キ
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ズ
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ー
ル
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園
」
の
集
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成
と
な
る
給
食
会
が
清
里
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
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を
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農
教
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の
一
環
と
し
て
、
次
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を
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う
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た
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に
、
よ
り
理
解
を
深
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だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
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始
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ら
れ
、
長
い

も
や
ご
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う
、
清
里
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小
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を
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た
ラ
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メ
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な
ど
清
里
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食
材
を
使
用
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た
特
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メ
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で
の
学
校
給
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を
清
里
小
学
校
３
年
生
と
共
に
い
た
だ
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ま
し
た
。

　
当
日
は
、
清
里
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校
　
水
野
校
長
先
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を
は
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め
、
特
別
メ
ニ
ュ
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を
考
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た
だ
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た
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、
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部
　

畠
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長
に
ご
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だ
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ま
し
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。
当
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の
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当
者
と
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材

や
給
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メ
ニ
ュ
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の
紹
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を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
子
ど
も
た
ち
は
食
事
前
か
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
食
材
紹
介
の
際
に
は
、
自
分
た
ち
の
町
で
色
々
な
農
作
物
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。
食
事
中
も
「
す
ご
く
お
い
し
い
！
」
、
「
お

か
わ
り
し
た
い
！
」
な
ど
嬉
し
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
内
容
の
濃
い
給
食
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
食
農
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が

り
を
伝
え
て
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り
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い
と
思
い
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す
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食
農
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給
食
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催

食
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教
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給
食
会
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催

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

清
里
高
校
へ

　  

出
前
授
業
実
施

清
里
高
校
へ

　  

出
前
授
業
実
施

　
１
月
29
日
、
清
里
高
校
へ
卒
業
生
で
あ

る
職
員
３
名
が
出
前
授
業
に
赴
き
、
高
校

２
年
生
に
対
し
て
進
路
に
対
す
る
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
さ
れ
た
出
前
授
業
で
は
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
な
が
ら
進
路
活
動
の

色
々
な
考
え
方
な
ど
、
選
択
幅
を
広
げ
る

一
助
と
な
る
よ
う
、
実
際
に
社
会
に
出
て

働
い
て
い
る
先
輩
方
の
高
校
時
代
や
大
学

時
代
に
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
進
路
を
考

え
選
択
し
て
い
っ
た
の
か
な
ど
、
色
々
な

角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
悩
み
の
解
決
に
つ

な
げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
終
え
、
「
身
近

な
先
輩
た
ち
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
が
こ
れ
か
ら

社
会
へ
飛
び
立
つ
学
生
た
ち
の
一
つ
の
糧

と
な
る

こ
と
を

願
っ
て

お
り
ま

す
。
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Ｒ
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に
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が
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Ａ
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組
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Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
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ト
に
て

青
年
部
が
優
秀
賞
を
受
賞

　
２
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
令
和
６

年
度
営
農
技
術
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
88
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が
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し
、
各
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よ
り
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の
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が
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ま
し
た
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当
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し
ょ
の
管
理
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に
つ
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て
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ュ
ラ
ン
ト
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材
ス
キ
ー
ポ
ン
の
効
果
確
認
試
験
結
果
に

つ
い
て
』
、
『
適
正
施
肥
と
低
コ
ス
ト
肥
料
銘
柄
に
つ

い
て
』
な
ど
が
説
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さ
れ
ま
し
た
。
小
麦
に
つ
い
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網
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業
改
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普
及
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ン
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ー
よ
り
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和
５
年
産
の

振
り
返
り
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や
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令
和
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越
冬
前
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状
況
と
今

後
の
管
理
に
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て
』
、
『
縞
萎
縮
病
抵
抗
性
品
種
試
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に
つ
い
て
』
が
、
て
ん
菜
の
関
係
に
お
い
て
は
ホ
ク

レ
ン
原
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所
よ
り
『
生
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実
績
』
や
『
褐
斑
病
と
根
腐

病
に
つ
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て
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、
『
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料
高
騰
対
策
の
取
組
み
』
、

『
令
和
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度
産
て
ん
菜
収
入
に
つ
い
て
』
の
説
明
が

あ
り
ま
し
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の
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の
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で
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今
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く
だ
さ
い
。

　
清
里
町

農
協
青
年

部
は
、
令

和
５
年
度

「
動
画
で

発
信
！
農

の
魅
力
」

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
、
ま
た
そ
の
後
に
開
催

さ
れ
た
第
72
回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
に

お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
は

令
和
５
年
度
東
北
・
北
海
道
地
区
Ｊ
Ａ
青

年
大
会
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
消
費
者
が
農

業
に
対
し
共
感
を
覚
え
、
親
し
み
を
持
て

る
よ
う
な
動
画
を
作
成
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
、
さ
ら
な
る
農
業
・
農
村
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
受
賞
し
た
動
画
は
当
Ｊ
Ａ
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
視
聴
で
き
ま
す
の
で
是

非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

               

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
開
催

清
里
町
の
う
き
ょ
う
年
金
友
の
会

               

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
開
催

　
２
月
２
日
、
清

里
町
の
う
き
ょ
う

年
金
友
の
会
（
居

城
勝
四
郎
会
長
）

は
緑
清
莊
に
て
冬

季
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

当
日
は
15
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
一
卓
３
人
制
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
会
話
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
大
会
後
に
は
懇
親
会
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

篤志による寄贈 ありがとうございました篤志による寄贈 ありがとうございました
　この度、後継者育成基金運用委員会へ篤志により寄贈がありました。

　○石井　　透　氏

　○三上　博由　氏

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
表
彰

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
表
彰

　
３
月
６
日
、

自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
北

見
方
面
事
務
所

よ
り
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ラ
リ
ー
北

海
道
２
０
２

３
」
に
お
い

て
、
事
業
所
と

し
て
適
切
な
安
全
運
転
管
理
に
努
め
る
な
ど
交

通
事
故
の
防
止
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

が
無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
参
加
型
交
通
安

全
運
動
と
し
て
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
４
か
月
間
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
職
員
一
同
、
安
全
運
転
を
心
が
け
、

無
事
故
・
無
違
反
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
12
月
15
日
、
１
年
間
食
農
教
育
活
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
清
小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
農
園
」
の
集
大
成
と
な
る
給
食
会
が
清
里
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
、
長
い

も
や
ご
ぼ
う
、
清
里
産
小
麦
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
清
里
産
食
材
を
使
用
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
で
の
学
校
給
食
を
清
里
小
学
校
３
年
生
と
共
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
清
里
小
学
校
　
水
野
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
・
製
作

し
て
い
た
だ
い
た
梶
原
栄
養
教
諭
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
工
藤
専
務
、
清
里
町
農
協
青
年
部
　

畠
山
部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
と
梶
原
栄
養
教
諭
か
ら
食
材

や
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
子
ど
も
た
ち
は
食
事
前
か
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
食
材
紹
介
の
際
に
は
、
自
分
た
ち
の
町
で
色
々
な
農
作
物
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。
食
事
中
も
「
す
ご
く
お
い
し
い
！
」
、
「
お

か
わ
り
し
た
い
！
」
な
ど
嬉
し
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
内
容
の
濃
い
給
食
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
食
農
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が

り
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
15
日
、
１
年
間
食
農
教
育
活
動
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
清
小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
農
園
」
の
集
大
成
と
な
る
給
食
会
が
清
里
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
会
は
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
、
長
い

も
や
ご
ぼ
う
、
清
里
産
小
麦
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
清
里
産
食
材
を
使
用
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
で
の
学
校
給
食
を
清
里
小
学
校
３
年
生
と
共
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
清
里
小
学
校
　
水
野
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
・
製
作

し
て
い
た
だ
い
た
梶
原
栄
養
教
諭
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
　
工
藤
専
務
、
清
里
町
農
協
青
年
部
　

畠
山
部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
と
梶
原
栄
養
教
諭
か
ら
食
材

や
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
子
ど
も
た
ち
は
食
事
前
か
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
で
、
食
材
紹
介
の
際
に
は
、
自
分
た
ち
の
町
で
色
々
な
農
作
物
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。
食
事
中
も
「
す
ご
く
お
い
し
い
！
」
、
「
お

か
わ
り
し
た
い
！
」
な
ど
嬉
し
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
内
容
の
濃
い
給
食
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
食
農
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
と
「
農
」
の
繋
が

り
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

食
農
教
育
活
動『
給
食
会
』開
催

清
里
高
校
へ

　  

出
前
授
業
実
施

清
里
高
校
へ

　  

出
前
授
業
実
施

　
１
月
29
日
、
清
里
高
校
へ
卒
業
生
で
あ

る
職
員
３
名
が
出
前
授
業
に
赴
き
、
高
校

２
年
生
に
対
し
て
進
路
に
対
す
る
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
さ
れ
た
出
前
授
業
で
は
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
な
が
ら
進
路
活
動
の

色
々
な
考
え
方
な
ど
、
選
択
幅
を
広
げ
る

一
助
と
な
る
よ
う
、
実
際
に
社
会
に
出
て

働
い
て
い
る
先
輩
方
の
高
校
時
代
や
大
学

時
代
に
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
進
路
を
考

え
選
択
し
て
い
っ
た
の
か
な
ど
、
色
々
な

角
度
か
ら
学
生
た
ち
の
悩
み
の
解
決
に
つ

な
げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
終
え
、
「
身
近

な
先
輩
た
ち
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
が
こ
れ
か
ら

社
会
へ
飛
び
立
つ
学
生
た
ち
の
一
つ
の
糧

と
な
る

こ
と
を

願
っ
て

お
り
ま

す
。
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組合員状況
〈令和６年２月29日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人）　208名　（2名減）
　　〃　（法人）　　18法人（変動なし）
准組合員（個人）　1,332名（6名増）
　　〃　（法人）　　0法人（変動なし）
　　〃　（団体）　17団体（変動なし）
　　　　（合計）1,575

　
塚
田
　
郁
哉
　
さ
ん
（
第
８
営
農
集
団
）

　
大
坂
　
羽
蘭
　
さ
ん
（
清
里
町
）

　
佐
藤
　
響
　
　
さ
ん
（
第
２
営
農
集
団
）

　
工
藤
　
那
南
佳
さ
ん
（
旭
川
市
）

　
伊
藤
　
崚
人
　
さ
ん
（
第
２
営
農
集
団
）

　
小
野
　
渚
　
　
さ
ん
（
室
蘭
市
）
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議
案
第
１
号
　
令
和
5
年
度
期
中
値
引

き
（
奨
励
）
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
5
年
産
で
ん
粉
加

工
料
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
固
定
資
産
の
修
繕
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
土
地
評
価

基
準
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
6
年
度
営
農
計
画

樹
立
に
係
る
作
物
別
単

価
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
5
年
度
給
与
改
定

に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
従
業
員
に
対
す
る
12
月

期
賞
与
の
支
給
に
つ
い

て

議
案
第
９
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
６
年
度
事
業
運
営
方
針（
案
）

に
つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
固
定
資
産
取
得
結
果
に
つ
い
て

2
．
物
価
高
騰
及
び
飼
料
価
格
高
騰
対

策
支
援
事
業
（
町
単
独
事
業
）
に

つ
い
て

3
．
自
動
車
展
示
会
の
実
績
報
告
に
つ

い
て

4
．
第
10
回
収
穫
感
謝
祭
の
実
績
報
告

に
つ
い
て

5
．
そ
の
他

■
監
査
講
評

1
．
令
和
５
年
度
11
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

議
案
第
１
号
　
職
制
規
程
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
２
号
　
公
用
印
管
理
規
程
の
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
道
常
例
検
査
の
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
内
部
監
査

方
針
お
よ
び
監
査
計
画

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
そ
の
他

1
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
畑
作
青
果
対
策
委
員

会
の
内
容
報
告
に
つ
い
て

2
．
令
和
5
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
（
12

月
見
込
み
）
に
つ
い
て

3
．
J
A
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
に

つ
い
て

4
．
令
和
5
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴

し
ょ
精
算
に
つ
い
て

5
．
令
和
4
年
産
共
計
で
ん
粉
の
仮
精

算
に
つ
い
て

6
．
令
和
4
年
産
大
豆
の
本
精
算
に
つ

い
て

7
．
令
和
4
年
産
麦
類
の
本
精
算
に
つ

い
て

8
．
小
豆
買
取
販
売
に
係
る
報
告
に
つ

い
て

9
．
各
係
会
議
及
び
営
農
集
団
長
会
議

の
意
見
集
約
に
つ
い
て

10
．
令
和
5
年
度
期
中
値
引
き
（
奨

励
）
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

11
．
拠
点
現
金
等
取
扱
事
務
要
領
の
改

正
に
つ
い
て

12
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
要
領

の
改
正
に
つ
い
て

13
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

第
13
回

12
月
11
日

12
月
11
日

第
1
回
2
月
8
日
〜
9
日

2
月
8
日
〜
9
日

第
14
回

12
月
28
日

12
月
28
日

14
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

15
．
令
和
6
年
1
月
〜
4
月
の
行
事
予

定
に
つ
い
て

16
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
令
和
6
年
度 

固
定
資

産
取
得
に
向
け
て
の
仮

発
注
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
役
員
推
薦
委
員
の
選
出

に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
６
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
令
和
5
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

2
．
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
（

道
事
業
）
支
援
金
等
の
申
請
に
つ

い
て

3
．
令
和
5
年
度
て
ん
菜
生
産
実
績
に

つ
い
て

4
．
そ
の
他

第
15
回

1
月
22
日

1
月
22
日

議
案
第
１
号
　
信
用
供
与
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
貸
付
金
利
率
の
最
高
限

度
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
余
裕
金
の
運
用
方
針
お

よ
び
運
用
方
法
に
つ
い

て

議
案
第
４
号
　
余
裕
金
の
預
け
先
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
員
外
利
用

料
率
（
単
価
）
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
で
ん
粉
パ
レ
ッ
ト
輸
送

の
取
り
進
め
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
組
合
員
・
利
用
者
本
位

の
業
務
運
営
に
関
す
る

取
組
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
９
号
　
令
和
6
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
10
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
　
北
海
道
信
連
に
対
す
る

出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
12
号
　
冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
13
号
　
定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に

つ
い
て

議
案
第
14
号
　
学
識
経
験
役
員
（
職
員

兼
務
理
事
、
監
事
）
並

び
に
員
外
監
事
の
推
薦

に
つ
い
て

1
．
令
和
5
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
に
つ

い
て

1
．
G
ｐ
緊
急
防
除
区
域
土
壌
検
診
結

果
に
つ
い
て

2
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

3
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

4
．
令
和
5
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検

実
施
報
告
に
つ
い
て

5
．
J
A
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
施
結
果
に
つ
い
て

6
．
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て

議
案
第
１
号
　
学
識
経
験
役
員
（
職
員

兼
務
理
事
、
監
事
）
並

び
に
員
外
監
事
の
推
薦

に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

の
仮
発
注
先
変
更
に
つ

い
て

第
2
回

2
月
26
日

2
月
26
日



組合員状況
〈令和６年２月29日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人）　208名　（2名減）
　　〃　（法人）　　18法人（変動なし）
准組合員（個人）　1,332名（6名増）
　　〃　（法人）　　0法人（変動なし）
　　〃　（団体）　17団体（変動なし）
　　　　（合計）1,575

　
塚
田
　
郁
哉
　
さ
ん
（
第
８
営
農
集
団
）

　
大
坂
　
羽
蘭
　
さ
ん
（
清
里
町
）

　
佐
藤
　
響
　
　
さ
ん
（
第
２
営
農
集
団
）

　
工
藤
　
那
南
佳
さ
ん
（
旭
川
市
）

　
伊
藤
　
崚
人
　
さ
ん
（
第
２
営
農
集
団
）

　
小
野
　
渚
　
　
さ
ん
（
室
蘭
市
）

11 10組合だより　2024.3

議
案
第
１
号
　
令
和
5
年
度
期
中
値
引

き
（
奨
励
）
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
5
年
産
で
ん
粉
加

工
料
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
固
定
資
産
の
修
繕
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
土
地
評
価

基
準
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
6
年
度
営
農
計
画

樹
立
に
係
る
作
物
別
単

価
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
令
和
5
年
度
給
与
改
定

に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
従
業
員
に
対
す
る
12
月

期
賞
与
の
支
給
に
つ
い

て

議
案
第
９
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
６
年
度
事
業
運
営
方
針（
案
）

に
つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
固
定
資
産
取
得
結
果
に
つ
い
て

2
．
物
価
高
騰
及
び
飼
料
価
格
高
騰
対

策
支
援
事
業
（
町
単
独
事
業
）
に

つ
い
て

3
．
自
動
車
展
示
会
の
実
績
報
告
に
つ

い
て

4
．
第
10
回
収
穫
感
謝
祭
の
実
績
報
告

に
つ
い
て

5
．
そ
の
他

■
監
査
講
評

1
．
令
和
５
年
度
11
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

議
案
第
１
号
　
職
制
規
程
の
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
２
号
　
公
用
印
管
理
規
程
の
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規

程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
道
常
例
検
査
の
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
内
部
監
査

方
針
お
よ
び
監
査
計
画

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
た
仮
発
注

に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
そ
の
他

1
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
畑
作
青
果
対
策
委
員

会
の
内
容
報
告
に
つ
い
て

2
．
令
和
5
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
（
12

月
見
込
み
）
に
つ
い
て

3
．
J
A
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
に

つ
い
て

4
．
令
和
5
年
産
農
協
斡
旋
種
子
馬
鈴

し
ょ
精
算
に
つ
い
て

5
．
令
和
4
年
産
共
計
で
ん
粉
の
仮
精

算
に
つ
い
て

6
．
令
和
4
年
産
大
豆
の
本
精
算
に
つ

い
て

7
．
令
和
4
年
産
麦
類
の
本
精
算
に
つ

い
て

8
．
小
豆
買
取
販
売
に
係
る
報
告
に
つ

い
て

9
．
各
係
会
議
及
び
営
農
集
団
長
会
議

の
意
見
集
約
に
つ
い
て

10
．
令
和
5
年
度
期
中
値
引
き
（
奨

励
）
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

11
．
拠
点
現
金
等
取
扱
事
務
要
領
の
改

正
に
つ
い
て

12
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
要
領

の
改
正
に
つ
い
て

13
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
実
施
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

第
13
回

12
月
11
日

12
月
11
日

第
1
回
2
月
8
日
〜
9
日

2
月
8
日
〜
9
日

第
14
回

12
月
28
日

12
月
28
日

14
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

15
．
令
和
6
年
1
月
〜
4
月
の
行
事
予

定
に
つ
い
て

16
．
そ
の
他

議
案
第
１
号
　
令
和
6
年
度 

固
定
資

産
取
得
に
向
け
て
の
仮

発
注
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
役
員
推
薦
委
員
の
選
出

に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
組
合
員
の
資
格
変
更
並

び
に
出
資
の
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
５
号
　
そ
の
他

1
．
令
和
６
年
度
役
員
報
酬
の
諮
問
に

つ
い
て

2
．
そ
の
他

1
．
令
和
5
年
度
ク
ミ
カ
ン
実
績
報
告

に
つ
い
て

2
．
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
（

道
事
業
）
支
援
金
等
の
申
請
に
つ

い
て

3
．
令
和
5
年
度
て
ん
菜
生
産
実
績
に

つ
い
て

4
．
そ
の
他

第
15
回

1
月
22
日

1
月
22
日

議
案
第
１
号
　
信
用
供
与
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
貸
付
金
利
率
の
最
高
限

度
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
余
裕
金
の
運
用
方
針
お

よ
び
運
用
方
法
に
つ
い

て

議
案
第
４
号
　
余
裕
金
の
預
け
先
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
令
和
6
年
度
員
外
利
用

料
率
（
単
価
）
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
６
号
　
で
ん
粉
パ
レ
ッ
ト
輸
送

の
取
り
進
め
に
つ
い
て

議
案
第
７
号
　
組
合
員
・
利
用
者
本
位

の
業
務
運
営
に
関
す
る

取
組
方
針
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
９
号
　
令
和
6
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
10
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

取
得
に
向
け
て
の
仮
発

注
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
　
北
海
道
信
連
に
対
す
る

出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
12
号
　
冬
季
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
13
号
　
定
年
退
職
者
に
対
す
る

特
別
加
給
金
の
支
給
に

つ
い
て

議
案
第
14
号
　
学
識
経
験
役
員
（
職
員

兼
務
理
事
、
監
事
）
並

び
に
員
外
監
事
の
推
薦

に
つ
い
て

1
．
令
和
5
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
に
つ

い
て

1
．
G
ｐ
緊
急
防
除
区
域
土
壌
検
診
結

果
に
つ
い
て

2
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

3
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

4
．
令
和
5
年
度
年
間
経
営
定
期
点
検

実
施
報
告
に
つ
い
て

5
．
J
A
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
施
結
果
に
つ
い
て

6
．
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て

議
案
第
１
号
　
学
識
経
験
役
員
（
職
員

兼
務
理
事
、
監
事
）
並

び
に
員
外
監
事
の
推
薦

に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
令
和
6
年
度
固
定
資
産

の
仮
発
注
先
変
更
に
つ

い
て

第
2
回

2
月
26
日

2
月
26
日
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会
員
委
集
編
り
よ
だ
合
組
／
集
編

社
会
式
株
業
工
刷
印
星
／
刷
印

会
員
委
集
編
り
よ
だ
合
組
／
集
編

社
会
式
株
業
工
刷
印
星
／
刷
印

ペーパーポット作業が始まりました！ペーパーポット作業が始まりました！


